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                                 平成 28 年 4 月 27 日 

                          平成 28 年熊本地震北九州市支援本部 

「平成２８年熊本地震」について 

１ 地震の概要（気象庁ＨＰより抜粋） 

○地震活動の状況（４月２４日１５時現在） 

４月１４日２１時２６分の地震以降、震度１以上を観測する地震が８６５回発生

している（震度７：２回、震度６強：２回、震度６弱：３回、震度５強：３回、震

度５弱：７回、震度４：76 回、震度３：197 回、震度２：377 回、震度１：198 回）。 

最大震度は７（４月１６日１時２５分。益城町ほか）。 

本市での最大震度は４（４月１６日１時２５分）。 

＊４月１４日２１時２６分以降に発生した震度 6弱以上を観測した地震】 

発生時刻 震央地名 マグニチュード 最大震度 

4 月 14 日 21 時 26 分 熊本県熊本地方 6.5 7 

4 月 14 日 22 時 07 分 熊本県熊本地方 5.8 6 弱

4 月 15 日 00 時 03 分 熊本県熊本地方 6.4 6 強

4 月 16 日 01 時 25 分 熊本県熊本地方 7.3 7 

4 月 16 日 01 時 46 分 熊本県熊本地方 6.0 6 弱

4 月 16 日 03 時 55 分 熊本県阿蘇地方 5.8 6 強

4 月 16 日 09 時 48 分 熊本県熊本地方 5.4 6 弱

資料１ 

総務財政委員会報告資料 
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２ 被害状況 

 ○北九州市内の被害状況（４月１６日１５時３０分集計）   

・人的被害  ２名（家屋内落下物で負傷、家屋内で転倒、いずれも軽症） 

  ・建物被害  ２件（外壁が一部落下、屋内の内壁が一部落下） 

  ・非住家   １件 公共施設（小学校の渡り廊下のモルタル一部落下） 

         １件 その他 （小倉駅連絡通路の天井部品の一部落下）   

  ・避難状況  自主避難   総計４０世帯８１名 

         ４月１９日（火）９時 避難所閉鎖 

＊４月１６日（土）１５時３０分以降 被害報告なし 

○熊本県の被害状況（熊本県災害対策本部４月２４日１３時３０分現在） 

  （１）人的被害 

    ①警察が検視により確認している死者数 ４８名 

    ②避難生活等における身体的負担による 

疾病により死亡したと思われる死者数 １２名 

                合計６０名 

    ③行方不明     ２名     

④重軽傷者 １，３７０名 

  （２）住家等の被害状況 

     全壊、半壊、一部破損  １０，２３６～１０，３３６棟 

     （分類未確定のものを含む） 

  （３）避難所及び避難者数 

     避難所数 ６００箇所  避難者数 ５９，９１２名 

  （４）ライフラインの状況（非常災害対策本部） 

    ① 電力 停電 概ね解消（４月２４日６時現在） 

    ② 水道 断水 ２０，８８０戸（４月２３日９時現在） 

    ③ ガス 供給停止 ７６，７８８戸 

（熊本県災害本部４月２４日１２時現在） 

    ④ 電話 固定電話 全て復旧（４月２４日６時現在） 
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平成 28年 4月 27日
                          平成 28 年熊本地震北九州市支援本部 

平成２８年熊本地震 支援状況【北九州市】 

 「平成２８年熊本地震」の被災地への本市の支援状況（平成２８年４月２５日時点）

は以下のとおりです。

≪平成２８年熊本地震北九州市支援本部の設置≫（Ｐ１） 

  熊本地震の被害状況をふまえ、本市として一定の期間、継続的な支援が必要と判

断したため、市長を本部長とした「平成２８年熊本地震北九州市支援本部」を設置。

４月２５日（月）に「北九州市議会支援本部」と合同会議を開催。

・本 部 長：市長

・副本部長：副市長

・事務局長：危機管理監

・本 部 員：全局区室等の長

≪人的な支援≫（１７件 延べ４３６名）

緊急消防援助隊【消防局】      １２９名 出動 （Ｐ２） 

・陸上部隊を、４月２５日現在、第４次隊として７隊３１名（延べ２８隊１２４

名）を派遣している。なお、２６日から第５次隊の派遣を行う予定。

震災直後は、益城町等で要救助者の検索活動等を行っており、４月１６日には、

益城町役場付近の倒壊家屋内に閉じ込められていた２名を救助した。

また、２２日午後からは、活動拠点を益城町から南阿蘇村に移し、土砂災害現

場等での救助活動を行っている。

・航空部隊（５名）は、４月１６日から２０日まで熊本空港で全国の消防ヘリコ

プター等の運用調整業務を行った。

災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）【保健福祉局・病院局】 ３４名 出動 （Ｐ３）

 ・市立八幡病院、市立医療センター、産業医科大学病院、新小文字病院、健和会

大手町病院、北九州総合病院、JCHO九州病院、九州労災病院の医師、看護師、
薬剤師、事務員等が熊本赤十字病院等の医療機関で活動。

・４月２１日１４時現在、市立八幡病院及び北九州総合病院が引き続き活動中。

 ＊なお、北九州市医師会が市立八幡病院及び民間医療機関の医師等の６名で構

成したＪＭＡＴ（日本医師会災害医療チーム）を４月２０日に派遣し、別途

活動中。

資料２ 
総務財政委員会報告資料 
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上水道支援【上下水道局】      ４２名 出動  

・熊本市内で職員・北九州管工事協同組合が協力し、応急給水活動を実施中。

＊第１隊 ４月１５日（金）～１９日（火）【１２名（うち職員４名）】 

＊第２隊 ４月１９日（火）～２３日（土）【１２名（うち職員４名）】 

＊第３隊 ４月２３日（土）～２７日（水）【１１名（うち職員３名）】派遣中 

※加圧式給水車１台、給水タンク４基出動中。

・熊本市内の水道復旧のため、職員が水道管の漏水調査を実施中。

＊第１隊 ４月２１日（木）～２８日（木）【２名】派遣中 

・支援物資搬送のため、㈱北九州ウォーターサービスが協力【１名】

・水道管の応急復旧に関する事前調査のため、職員２名、北九州管工事協同組合 

２名を派遣（４月２６日（火）から期間は未定）。 

保健師等の派遣【保健福祉局】      ８名 出動 （Ｐ９） 

・保健師３名、事務１名を熊本市南区役所へ派遣。

 ＊第１班 ４月１７日～２１日 【４名】

 ＊第２班 ４月２１日～２６日 【４名】派遣中

 ＊第３班 ４月２６日～５月１日【４名】派遣予定

・避難所等を訪問し、被災者の健康相談、健康チェックなどを実施

下水道支援【上下水道局】       １３名 出動 （Ｐ10） 

 ・熊本県内（熊本市を除く）の下水道に係る支援計画・調整を実施中。

  ＊第１隊 ４月１８日（月）～２６日（火）【１名】派遣中 

  ＊第２隊 ４月２２日（金）～２９日（金）【１名】派遣中 

・熊本県内の下水道管やマンホールの被災状況の簡易・詳細調査を実施中。

  ＊第１隊 ４月１８日（月）～２６日（火）【３名(途中１名交代)】派遣中 

 ＊第２隊 ４月２２日（金）～２９日（金）【３名】派遣中 

 ＊第３隊 ４月２５日（月）～５月２日（月）【４名】派遣中 

熊本地震支援物資輸送【交通局】     １０名 出動  

・各局からの依頼により、４月１９日（火）に乗合バス１台（交通局職員２名）、

４月２１日（木）に乗合バス２台（交通局職員３名）で、支援物資を、４月２

３日に乗合バス１台と貸切バス２台（交通局職員５名）で、指定都市市長会行

動計画に基づく市職員（４６名）等を輸送。 

避難所応援職員派遣【危機管理室・各局】 ９２名 派遣 （Ｐ11） 

 ・派遣期間４月２０日（水）から２７日（水）まで８日間 

  ＊第１次隊 ４月２０日（水）～２３日（土）【４６名】 

  ＊第２次隊 ４月２３日（土）～２７日（水）【４６名】派遣中 

・熊本市中央区内に開設された２３箇所の避難所の運営支援を行う。 
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医師・薬剤師の派遣【病院局】      ２名 出動  

 ・日本小児学会からの要請により、市立八幡病院小児科医を４月２１日から２４ 

日まで熊本赤十字病院へ診療支援のため派遣。 

・八幡薬剤師会からの依頼により、市立八幡病院薬剤師を４月１７日から１８日 

まで避難所（益城町総合体育館等）へ派遣。薬の調剤等の業務に従事。 

学校施設安全確認【教育委員会】     ２名 派遣 （Ｐ12） 

 ・学校の授業再開に向け、応急危険度判定士を派遣し、学校の安全点検を行う。

・４月２０日（水）～４月２３日（土）に２名派遣

被災建築物応急危険度判定士【建築都市局】 １４名派遣 １０名派遣予定  

・４月２１日（木）～２２日（金）に４名派遣 

・４月２５日（月）～２７日（水）に１０名派遣 

・４月２８日（木）～３０日（土）に１０名派遣予定 

・被災した建築物を調べ、余震による倒壊の危険性、外壁、看板や窓ガラスなど

の落下などの応急危険度の判定を行うもの。 

外国人への支援【国際交流協会】     １名 出動 （Ｐ13） 

・職員１名（国際交流協会への派遣職員）を熊本市国際交流会館へ派遣。

 ＊期間 ４月２１日（木）～４月２４日（日）

 ＊九州地区地域国際化協会連絡協議会の一員として派遣。

・情報の多言語化（翻訳）、避難所運営支援など。

現地災害ボランティアセンターの立上げ支援【社会福祉協議会】２名出動 （Ｐ14） 

  ・職員２名を熊本市社会福祉協議会に派遣。 

  ・４月２１日（木）～５月１０日（火）まで５回に分けて派遣予定。 

  ・現地災害ボランティアセンターの立ち上げ支援を実施。 

災害廃棄物の収集支援【環境局】    ６３名 派遣 （Ｐ15） 

  ・熊本市内の災害ごみ（可燃物）を収集し、仮置場に搬送。 

  ・パッカー車６台・連絡車１台、３班体制で、延べ職員６３名を派遣予定（当面、

２週間程度を予定）。 

  ＊第１隊 ４月２２日（金）～ ２６日（火）【２１名】派遣中 

  ＊第２隊 ４月２６日（火）～ ３０日（土）【２１名】予定 

  ＊第３隊 ４月３０日（土）～５月４日（水）【２１名】予定 

被災宅地危険度判定士【建築都市局】   ３名 派遣 ３名派遣予定  

 ・４月２３日（土）に３名派遣 

 ・４月３０日（土）～５月１日（日）に３名派遣予定 

  （その後の派遣についても、現在、調整中。） 

  ・被災した宅地を調べ、被害の発生状況を把握することにより、宅地の危険度の

判定を行うもの。 
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獣医師の派遣【保健福祉局】     ２名 派遣予定 （Ｐ17） 

 ・獣医師２名を熊本県へ派遣。

  ４月２６日～２９日【２名】派遣予定

・避難施設等における動物愛護同行避難者に対する指導、助言、支援など

応援職員派遣（福岡県市長会）【企画調整局】 ６名 派遣予定 （Ｐ18） 

 ・派遣期間  ＊第１班 ５月６日（金）～１２日（木）   【２名】予定 

        ＊第２班 ５月２７日（金）～６月２日（木） 【２名】予定 

    ＊第３班 ６月１７日（金）～６月２３日（木）【２名】予定 

・熊本県上益城郡益城町内に開設された２箇所の避難所の運営支援を行う。 

  ・県市長会（２８市）のローテーションにより派遣。 

  ・派遣期間は今後の状況により延長される可能性あり。 

災害派遣精神医療チーム（ＤＰＡＴ）【保健福祉局】  

・厚生労働省及び福岡県から正式に派遣要請あり。５月以降、福岡県・北九州市

福岡市・合同で、医師・保健師等を派遣予定。派遣先・帰還は未定。

≪その他の支援≫（ １９件 ）

市立医療機関での患者受入【保健福祉局・病院局】 ３名 受入  

 ・熊本赤十字病院の小児患者２名を市立八幡病院、熊本大学病院の妊婦１名を市

立医療センターで受入。

義援金【保健福祉局】            募集中 （Ｐ19） 

 ・市役所本庁舎１階、各区役所、出張所窓口、市民センター、アシスト２１等に 

募金箱設置 

支援物資の提供【危機管理室】         提供  

・市が備蓄している非常食１０，０００食、水３，７００本、授乳・着替え用 

パーテーション６９個を提供。 

し尿凝固剤の提供【環境局】          提供  

・仮設トイレ等で使用するし尿凝固剤５，０００セット（２５，０００回分）を提供

清掃用具の提供【環境局】           提供  

・ごみ袋（１０，０００枚：ボランティア袋）、軍手・タオル（各７００枚）を提供

上水道支援物資の提供【上下水道局】      提供  

・ボトルドウォーター３０，０００本、６ 給水袋１３，０００個を提供。
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救援物資の受入【保健福祉局】   ２，２３１件受付（２４日現在）（Ｐ20） 

 ・①総合保健福祉センター（アシスト２１）６階、②消防訓練研修センター、 

③各区役所（北区役所除く）で受入中（直接持込み） 

・受入時間：１０時～１６時（土、日、祝日含む。ただし、③除く。①②は２８ 

日のみ２０時まで） 

 ・受付窓口：ＴＥＬ０９３－５２２－８７１７、各区役所窓口 

・飲料水、アルファー米、カップめんなど保存が出来る食品、ウェットティッ 

シュ、おしりふき、生理用品、紙おむつ（大人用、子ども用）、トイレット 

ペーパー、粉ミルク、歯ブラシ、歯磨き粉、ペットフード、ベビーフード 

ただし、物資は充足状況にあるため、４月２２日（金）からはウェットティッ 

シュ、インスタントみそ汁のみ受け入れ。 

熊本市等が一旦物資の受け入れを中断していること等を踏まえ、受け入れを一

時中断する（①②は４月３０日まで、③は４月２８日まで）。 

市営住宅等での被災者受入【建築都市局】   提供中  

・市営住宅１１８戸、北九州市住宅供給公社賃貸住宅５０戸を提供

  （４月２２日１５時時点で９件入居、４件入居手続中）

・各区役所市営住宅・市公社住宅相談コーナーで受付（平日８：３０～１７：１５）

・家賃、敷金全額免除、連帯保証人免除

 ・寝具等の提供（福岡県）

市営住宅等への被災者の入居時支援【上下水道局・環境局】 実施中 （Ｐ16） 

・市内の公的賃貸住宅へ無償で一時的に緊急避難として入居する方に対し、水道

料金及び下水道使用料の全額免除（原則１年間）、ごみ指定袋の無料配布（半年

分。必要に応じて再度半年分を配布）を実施。

被災児童・生徒の受入【教育委員会・子ども家庭局】 受入可 （Ｐ22） 

【学校への受入】

 ・被災した児童・生徒の市内小・中学校への転入を受入。

 ・教科書など授業で必要な学用品は市が準備。

 ・手続き申請は、父母でなくても、祖父母、親類の方でも可能

 ・相談窓口は各区役所の「子ども・家庭相談コーナー」

【子ども・家庭に関する各種制度・施設受入】

・被災地から市内に避難した方を対象に、子どもや家庭の問題に関する保健・福

祉・医療などの相談対応、各種施設への受入を実施(必要に応じ個別窓口を案内)。 

（各種制度：相談窓口は各区役所の「子ども・家庭相談コーナー」）

児童手当、児童扶養手当、母子健康手帳、妊婦健康診査、 

乳幼児健康診査公費負担医療、ひとり親・寡婦に関する相談 

（各種施設：問合せ先は、子ども家庭局子育て支援課） 

乳児院、児童養護施設、母子生活支援施設、放課後児童クラブ 
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【避難した子どものこころのケア】 

・被災地からの避難者（子ども）の「こころのケア」を実施。

２４時間子ども相談ホットライン      

北九州市子ども総合センター（児童相談所） 

被災児童の受入れ（保育所・幼稚園）【子ども家庭局・教育委員会】受入可（Ｐ23） 

 ・被災した児童を市内の保育所・幼稚園等に受入れ。

 ・保育料は全額免除（私学助成の私立幼稚園は保育料相当額を補助）

・問合せ先は、保育所等は各区保健福祉課、私立幼稚園・認定こども園は

子ども家庭局幼稚園・子ども園課、公立幼稚園は教育委員会学事課

有料老人ホーム等への被災者の受入れ【保健福祉局】   情報提供・案内（Ｐ24）  

  市内有料老人ホーム等への無償又は減免による受入れ等を案内。

熊本市動物愛護センターの飼養動物の受入【保健福祉局】 受入 （Ｐ30） 

 ・本市動物愛護センター職員２名を熊本市へ派遣。

・熊本市動物愛護センターの施設が被害を受けたため、同センターで飼養 して

いる動物を受け入れた（子犬６頭、成犬１０頭、成猫１０頭）。

到津の森公園におけるトラの受入【建設局】   受入 （Ｐ31） 

 ・熊本市動植物園にて飼育するトラ１頭を緊急避難として受入

 ・受入日時：４月２３日（土）１３時３０分受入完了

市税の申告・納付等の期限の延長【財政局】  実施中 （Ｐ32） 

・熊本県に住んでいる個人及び熊本県に主たる事務所等を持っている法人について、平成２

８年４月１４日以降に到来する市税の申告・納付等の期限を延長。（延長後の期限について

は、後日定められる国税の延長後の期限に準じ指定）

※その他、市税の減免、納税の猶予（徴収、換価）の制度あり

職員(上級)採用試験「行政（特別枠）」の申込期間延長【行政委員会事務局】（Ｐ33）  

・本人、家族が被災したことにより、当初申込期間（４月２１日（木））までに申込みが困難

な方を対象に、申込期間を５月６日（金）まで延長。

被災者の図書館利用について【教育委員会】 貸出し （Ｐ34） 

・被災者で北九州市に避難された方に、北九州市立図書館の資料を貸出し利用可とする。

北九州市立大学の支援活動【北九州市立大学】 活動中 （Ｐ35） 

 ・実家が被災した学生への支援（授業料免除、個別相談窓口開設等）

 ・被災した学生の家族が北九州市に避難する場合の支援メニューの紹介

・学内での義援金の募金活動

・学内での救援物資の受け入れ 
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災害廃棄物の受入れ処理について【環境局】 受入予定 （Ｐ16） 

・熊本市内の家庭で発生した「燃やすごみ」を、当面、日量１００トン程度、本市の３焼却

工場で受け入れ、焼却処理予定。

災害見舞金【危機管理室】         贈呈予定  

 ・被害状況等確認後、金額決定し贈呈予定 


